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第 2 章では上の複合船型の理論を， 正弦的横断面積分布をもっ前後の尖った細長い上部船体と，


















計の手段としてこれをみるとき， 設計条件により球の大きさや突出量が Ovoid の性質により具体的
に決められる乙とは実用上はなはだ便利である c
結論は前章までの結果を総括的に述べたものである口
論文の審査結果の要旨
造波抵抗を極小にする船型の理論研究は近年大いに発展してきたが，これを実用船に具現するにあ
たってはまだ多くの問題が残されている口本研究は細長い上部船体下に無限吃水の竜骨を取付けた船
型は，造波抵抗を零にし得るといという理論結果を近似的に具体化するため，竜骨 lこ相当する部分を
Rankine's Ovoid と呼ばれる形状で置きかえ，上部船体との組合せを最適にしようと試みたものであ
る。
このような複合船型の思想は必ずしも新しいものではないが， J.:.部船体を主船体に限定する従来の
見方を離れて，上下いずれが主船体となってもよいとする自由な立場から論じているため，広い速度
範囲を一般的に扱うことが可能となり，理論的に新しい知見を加えている。また得られた結果は実際
の船型設計者にとって貴重な資料といえるであろう。たとえば，低速域では球状船首型ライナーなど
に応用すれば球の大きさや位置の決定が従来の方法に比べて容易とななるし，高速域では復原性に問
題はあるが造波抵抗極小の半没水船型が具体的に知られ，双胴船など特殊な船型には利用することが
できる。
以上のように，本論文は造船の工学上また工業上貢献するところが大きく，博士論文として価値あ
るものと認める。
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